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秋田県バスケットボール協会

主審:Referee

25 1st 13

14 2nd 16 副審:Umpire

22 3rd 7

28 4th 15

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

／ 10 0 5 0 1 - - - - 0

× 2 0 1 0 0 × 4 0 2 0 3

／ 7 1 2 0 0 - - - - 0

／ 16 0 7 2 3 × 7 0 2 3 2

× 15 0 7 1 2 × 14 1 5 1 0

× 9 1 2 2 1 ／ 6 2 0 0 1

／ 5 1 1 0 1 ／ 4 0 2 0 3

／ 6 0 2 2 0 × CAP 6 2 0 0 3

× CAP 9 0 3 3 1 × 8 1 1 3 2

× 10 0 5 0 4 - - - - 0

- - - - 0 ／ 2 0 1 0 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

合　　　計 3 35 10 13 合　　　計 6 13 7 14

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】
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女子決勝は、実業団１位山形銀行と実業団３位の鶴屋百貨店との対戦となった。
両チーム、マンツーマンディフェンスでスタート
１P、最初に流れを掴んだのは山形銀行で＃１４渡邉の速攻、＃１３佐々木バスケットカウントで得点
を重ねる。鶴屋百貨店は＃７坂田、＃８守田のゴールで応戦するも、山形銀行の固いディフェンスを
崩せず6分経過で１３点差となり鶴屋百貨店がたまらずタイムアウトを請求する。その後、鶴屋百貨店
＃１１中島の３pts、＃８守田のミドルシュートで応戦するが山形銀行が２５ー１３でリードして終
了。

２P、鶴屋百貨店は山形銀行の厳しいデフェンスに苦しめられ思うようなプレイをさせてもらえず、逆
に山形銀行＃９佐藤の３連続ゴールで主導権を握った。鶴屋百貨店＃７坂田のバスケットカウント、
＃１１瀬井の連続ゴールなどで踏ん張り、３９ー２９の山形銀行１０点リードで前半を折り返した。

３P、両チーム厳しいディフェンスでシュート決定力に欠け我慢の時間が続く中、山形銀行＃８守田の
３連続ゴール、＃１０阿部の３ptsで加点。残り３分で鶴屋百貨店がタイムアウトを請求。その後も流
れは変わらず山形銀行が６１ー３６でリードして終了。

４P、開始から山形銀行ペースでゲームが進み＃１２安井、＃５赤川の連続ゴールで点差を広げる。残
り６分で山形銀行はディフェンスをゾーンに変更、鶴屋百貨店は外角のシュートが思うように決まら
ず、逆に山形銀行に速攻での加点を許す。最後は総合力に勝る山形銀行が８９－５１で鶴屋百貨店を
退け、２年ぶり４回目の優勝を飾った。
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選手氏名 Name of Players
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鶴屋百貨店
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秋田県バスケットボール協会

北沢　あや子
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 第８回　全日本社会人バスケットボール選手権大会

兼　第８８回天皇杯・第７９回皇后杯全日本バスケットボール選手権大会予選 

Year    Month    Day     Time

402012  年  11 月  4 日

難 波 美 奈

猪 股 優 奈

佐 藤 優 香

阿 部 愛 美

大会名

Competition

選手氏名 Name of PlayersNo,

5

○

7

8

9

10

5

6

東京

秋田

F-8

針生　淳男

小野寺　浩

 秋田市立体育館
Place

チームＢ

NO,

山形銀行

場 所

14

89

チームＡ

岩手

福 島 雅 人

菅 野 恵 子

内 田 結 日

川 田 朋 恵

小 林 亜 里 奈

坂 田 奈 菜 実

守 田 佳 代

伊 藤 恵 夢

瀬 井 香 織

中 島 雪 枝

青 山 彩 七

安 井 彩

佐 々 木 ゆ み

渡 邊 千 尋

北 野 尚 子

赤 川 愛

村 上 好 美

米 村 知 紗

野 尻 絢 那

田 中 愛 已

濱 本 愛 梨

蓑 田 小 百 合

村 木 花 奈


